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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鉄道車両の屋根構体に取り付け可能であって、水平方向に延在する一端部と、鉛直方向
に延在し、上下方向に延在する貫通穴が形成された他端部とを有する第１取付部材と、
　車両内装品を取付可能な水平部と、前記水平部の長辺側端部に設けられ、前記貫通穴を
貫通する第１固定具により前記第１取付部材に対して上下方向に位置調整可能に取り付け
られる鉛直部とを含む、隣接する少なくとも２つの第２取付部材とを備え、
　前記第２取付部材が前記第１固定具により前記第１取付部材に対して仮締めされた状態
で、隣接する前記第２取付部材の上下方向の位置が略一致するように調整される、鉄道車
両の内装品取付構造。
【請求項２】
　前記第２取付部材の上下方向の位置が調整された後に、前記第１固定具により前記第２
取付部材が前記第１取付部材に固定され、
　さらに、前記第２取付部材が、前記第１取付部材に対して、せん断力により固定される
第２固定具により固定される、請求項１に記載の鉄道車両の内装品取付構造。
【請求項３】
　前記第１取付部材は、少なくとも第１ブラケットと第２ブラケットとから構成され、
　前記第２ブラケットは、長手方向の長さが前記第１ブラケットの長手方向の長さよりも
長く、
　前記第１ブラケット及び第２ブラケットは、前記第２取付部材の長辺側端部に設けられ
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た各前記鉛直部を支持する、請求項１又は２に記載の鉄道車両の内装品取付構造。
【請求項４】
　複数の前記第２取付部材は、前記第２取付部材の長手方向に沿って連続して配置され、
　隣接する各前記第２取付部材は、１つの前記第１取付部材により連結される、請求項１
～３のいずれか１つに記載の鉄道車両の内装品取付構造。
【請求項５】
　前記第２取付部材は、前記鉛直部の短辺側端部に、外側に屈曲して前記第２取付部材の
長手方向に延びる屈曲部と、他端に前記鉛直部の長手方向に延在する挿入部とを有し、
　前記屈曲部と前記鉛直部との間には、空所が形成され、
　隣接する各前記第２取付部材のうち、一方の前記第２取付部材側に形成された前記挿入
部が、他方の前記第２取付部材側の前記空所に挿入されて連結される、請求項４に記載の
鉄道車両の内装品取付構造。
【請求項６】
　前記第２取付部材上であって、前記第２取付部材の短辺側端部に内側部材をさらに備え
、
　前記第２取付部材は、前記水平部の短辺側端部に、車両上部方向に屈曲して前記第２取
付部材の長手方向に延びる屈曲挿入部と、他端に前記第２取付部材の長手方向に延びる延
長部とを有し、
　前記内側部材の一端には、車両上部方向に屈曲して前記第２取付部材の長手方向に延び
る内側部材屈曲部を有し、
　前記内側部材屈曲部と前記延長部との間には、隙間が形成され、
　隣接する各前記第２取付部材のうち、一方の前記第２取付部材側に形成された前記屈曲
挿入部が、他方の前記第２取付部材側に形成された前記隙間に挿入されて連結される、請
求項４又は５に記載の鉄道車両の内装品取付構造。
【請求項７】
　前記内側部材屈曲部は、先端部が前記屈曲挿入部の挿入を案内するように傾斜している
請求項６記載の鉄道車両の内装品取付構造。
【請求項８】
　前記第２取付部材の前記水平部は、灯具の長さに対応し、かつ前記灯具を取り付け可能
であり、
　前記隣接する第２取付部材の間であって、前記内側部材と前記第２取付部材との重合部
には吊り手棒受けを取り付け可能である、請求項６又は７に記載の鉄道車両の内装品取付
構造。
【請求項９】
　前記第１取付部材及び第２取付部材は、金属板材をプレス成形して製作されるプレス成
形品である請求項１～８のいずれか１つに記載の鉄道車両の内装品取付構造。
【請求項１０】
　前記第２取付部材は、複数の内装品取付面を有し、複数種類の車両内装品を取付可能で
ある請求項９に記載の鉄道車両の内装品取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両内装品を取り付ける鉄道車両の内装品取付構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　鉄道車両の車両構体の内側、たとえば屋根構体の内側には、空調機器、空調ダクト、蛍
光灯、吊手棒、側天井などの車両内装品（天井内装品）が取り付けられている。
【０００３】
　鉄道車両は、例えば、平面視で幅略３ｍ×長さ略２０ｍの広い室内空間を有し、上記車
両内装品は広い範囲で見渡すことができるため、全てを見た目よく取り付けることが要求



(3) JP 5759712 B2 2015.8.5

10

20

30

40

50

される。とくに、天井に取り付けられる車両内装品は、乗客に対する美感に大きな影響を
与えるので、同形状の車両内装品を車両長手方向において規則的に（たとえば連続して繰
り返し）取り付ける場合には、それら全てを精度よく取り付け、全体として見栄えよく見
えるように取り付けなければならない。
【０００４】
　一方、鉄道車両の構体はステンレス鋼（ＳＵＳ）の薄板を組み合わせて溶接組立したり
、アルミの形材や板材を溶接組立で構成するのが一般的である。そのような構体は主とし
て溶接を用いて製作されることから、構体自体を精度よく製作するのは難しく、通常は公
差の範囲内に収まるように製作される。
【０００５】
　具体的には、各種車両内装品を取り付ける場合には、それぞれについての専用の取付金
具が用いられ、そのような取付金具が、車両構体（たとえば屋根構体）に溶接やボルト締
結などで取り付けることが多いが、取付金具には車両内装品を支持させるために必要な剛
性が求められるため、取付金具を単体で構成する場合には上記公差を吸収する調整機構を
持たせることが難しい。
【０００６】
　そこで、従来は、前述したような車両内装品を見栄えよく取り付けるには前記公差を吸
収できるよう取付金具と車両内装品との間に塩化ビニル製のライナーなどの調整スペーサ
を設け、構体の完成に応じて調整スペーサの厚みなどを適宜変更しながら，見栄えよく仕
上がるよう車両内装品を取り付けている。
【０００７】
　しかし、従来の車両内装品は、それぞれに取付金具が必要な構造であるため、その調整
はそれぞれについて実施する必要がある。そのため、この調整作業には非常に時間がかか
っていた上、調整には熟練を要し、作業者によってできあがりにばらつきが生じる場合も
ある。
【０００８】
　これに対して、特許文献１には、板バネを利用した鉄道車両の内装パネルの取付構造が
提案されている。かかる取付構造は、適切な反力を備えた金属ばねを、受け骨部材と内装
パネルとの間であって取付用ねじを用いて取り付けられる部位に設けている。これにより
、レベル調整用ライナーを設けることによるレベル調整作業を行うことなく、適切な位置
に内装パネルを取り付けることが可能である、としている。
【０００９】
　また、特許文献２、３には、吊り溝などを利用して、車両長手方向についての調整機構
が提案されている。特許文献２の車両用艤装構造は、取付骨材の上端部を屋根構体側のア
ダプタ金具に固定し、取付骨材の下端部を床構体側の支持金具に固定するだけで、取付骨
材が屋根構体と床構体との間に立設される。取付骨材は、各種の車両用の艤装を取り付け
た状態のまま容易に立設することができるため、予めアウトワーク作業により車両用の艤
装を取付骨材に取り付けておくことにより、工期短縮、コスト低減を達成することができ
る、としている。
　また、特許文献３の内部艤装構造は、構体の内面には艤装品を支持する複数の支持具が
車体長手方向に沿って設置され、各支持具に、艤装品を固定する締結手段が嵌合する支持
固定部が、車体長手方向に沿って形成され、前記艤装品は前記複数の支持具に固定される
複数の固定部を備え、前記固定部は締結手段の固定位置を車体長手方向に交差する方向に
調整可能に構成されているので、艤装品支持具と艤装品の位置合わせが簡単に行え、従来
行っていた支持部材と艤装品との直接的な位置合わせを行う必要がなくなり、作業性の向
上を図れるようにしたものである。
　さらに、特許文献４の内装品取り付け構造は、内張板と、該内張板の車体外側に配設さ
れる内骨とにねじ挿通孔を重合して設け、該ねじ挿通孔に内装品のねじ挿通孔を合致させ
て、これらねじ挿通孔に内装品側から挿通した止めねじを、前記内骨の車体外側面に取り
付けたねじ座のめねじ孔にねじ込んで前記内装品を取り付ける構造とするとともに、少な
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くとも前記内張板と内骨のねじ挿通孔を前記めねじ孔よりも大径に形成し、前記内骨の車
体外側面にガイド枠を設けて、該ガイド枠内に前記ねじ座をスライド可能に支持している
。これにより、車体の内張板を通して内装品を取り付ける際に、車体や内装品の製作誤差
を吸収しながら、内装品を所定位置へ簡便に取り付けすることができるとしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２０００－２２９５６９号公報
【特許文献２】特開２００５－１２５９９８号公報
【特許文献３】特開平７－１７２３０６号公報
【特許文献４】特開２００２－３５６１６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかし、特許文献１の取付構造は、レベル調整作業を容易にすることができるが、軽量
の内装パネルについてのレベル調整であり、比較的重量のある車両内装品の調整について
は開示されていない。また、板バネを用いて調整しているため、調整範囲が狭いという問
題がある。
【００１２】
　また、特許文献２の構造は、車両上下方向に延びる取付骨材を用いているため、部品点
数も多くなるという問題があり、特許文献３の技術では車両上下方向の位置調整機構とし
てそのまま採用することはできない。
【００１３】
　さらに、特許文献４の構造は、前記内張板と内骨のねじ挿通孔を前記めねじ孔よりも大
径に形成し、前記内骨の車体外側面にガイド枠を設けて、該ガイド枠内に前記ねじ座をス
ライド可能に支持した構造であるため、部品点数が多く、構造が複雑である。また、重量
がある車両内装品（荷棚ブラケット）自体の取付けの調整範囲を大きくして、位置調整し
て取り付けるので、取付作業性に劣る。各車両内装品毎に位置調整する必要があるので、
この点においても取付作業性が劣るという問題がある。
【００１４】
　そこで、本発明は、車両内装品の取付作業が容易で、車両内装品を見栄えよく取り付け
ることができる鉄道車両の内装品取付構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　請求項１の発明は、鉄道車両の屋根構体に取り付け可能であって、水平方向に延在する
一端部と、鉛直方向に延在し、上下方向に延在する貫通穴が形成された他端部とを有する
第１取付部材と、車両内装品を取付可能な水平部と、前記水平部の長辺側端部に設けられ
、前記貫通穴を貫通する第１固定具により前記第１取付部材に対して上下方向に位置調整
可能に取り付けられる鉛直部とを含む、隣接する少なくとも２つの第２取付部材とを備え
、前記第２取付部材が前記第１固定具により前記第１取付部材に対して仮締めされた状態
で、隣接する前記第２取付部材の上下方向の位置が略一致するように調整される、もので
ある。
【００１６】
【００１７】
【００１８】
　かかる構成によれば、第１取付部材に対し第２取付部材が位置調整可能に取り付けられ
るので、調整作業中における取付位置の仮決め、再調整が容易である。よって、屋根構体
に取り付けられた第１取付部材に対し、上下方向の位置調整がなされた第２取付部材に車
両内装品を取り付けることになるので、屋根構体の製作精度にかかわらず、前記車両内装
品を上下方向の位置関係において精度よく取り付けることができる。
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【００１９】
【００２０】
【００２１】
【００２２】
【００２３】
【００２４】
【００２５】
【００２６】
【００２７】
【００２８】
【００２９】
【００３０】
【００３１】
【００３２】
【００３３】
【００３４】
【００３５】
【００３６】
【００３７】
【００３８】
【００３９】
【００４０】
【００４１】
【発明の効果】
【００４２】
　本発明により、車両内装品の取付作業が容易で、車両内装品を見栄えよく取り付けるこ
とができる鉄道車両の内装品取付構造を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明に係る鉄道車両の内装品取付構造の一実施の形態である、屋根構体への車
両内装品の取付構造を示す断面図である。
【図２】第１取付部材及び第２取付部材を示す分解斜視図である。
【図３】第１取付部材、第２取付部材、および内側部材を組み付けた状態を示す斜視図で
ある。
【図４】同要部を拡大して示す斜視図である。
【図５】隣接する第２取付部材の関係を示し、（ａ）は外側からみた側面図、（ｂ）は図
５（ａ）のＡ－Ａ線における断面図である。
【図６】前記隣接する第２取付部材の関係を示し、（ａ）は平面図、（ｂ）は図６（ａ）
のＢ－Ｂ線における断面図である。
【図７】他の実施の形態についての分解斜視図である。
【図８】前記他の実施の形態の取付状態を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は側面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　以下、本発明の実施の形態を図面に沿って説明する。
【００４５】
　図１は、屋根構体への車両内装品の取付構造を示す断面図である。
【００４６】
　図１に示すように、屋根構体４は、主に、屋根外板１に設けられ、車両幅方向（枕木方
向）に延びる垂木２と、この垂木２の間に車両長手方向に延びる縦桁（図示せず）と、垂
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木２の車室内側に車両長手方向に延びる内装部品受け３とから構成される。
【００４７】
　車両内装品は、第１取付部材５及び第２取付部材６を介して、屋根構体４に対して取り
付けられる。ここで、車両内装品は、灯具７（たとえば蛍光灯）、側天井８、空調ダクト
９等を含むが、車内に設置されるものであれば、これらに限られない。なお、本実施の形
態では、取付部材５，６は、金属板材をプレス成形したプレス成形品を用いているが、同
程度の強度を有するものであれば、金属板材に限られるものではない。
【００４８】
　そして、後述するように、同じ灯具７が、車両長手方向において一定間隔で取り付けら
れ、隣り合う灯具７，７の間に吊り手棒受け１０が取り付けられている、これにより、吊
り手棒受け１０も車両長手方向において一定間隔でもって取り付けられていることになる
。よって、灯具７や吊り手棒受け１０が、車両長手方向において連続して繰り返し、つま
り規則的に配置される。
【００４９】
　屋根構体４の内装部品受け３は、車体中央側の車両上下方向の長さが長い脚部３ａと、
この脚部３ａから車体外方側に水平方向に延びる水平部３ｂとを有する。
【００５０】
　この屋根構体（内装部品受け３の水平部３ｂ）に、第１取付部材５が車両長手方向に沿
って配置され、車両長手方向及び車両幅方向の位置を調整してそれらが取り付けられてい
る。第１取付部材５は、図２に示すように、互いに形状の異なる金属製の第１ブラケット
５Ａ及び第２ブラケット５Ｂによって構成されている
【００５１】
　灯具７が取り付けられる第２取付部材６は、車両長手方向及び車両幅方向の位置調整さ
れた第１取付部材５（ブラケット５Ａ，５Ｂ）に取り付けられ、このとき、第２取付部材
６は、車両上下方向の位置（床面からの高さ）を調整して取り付けられる。両ブラケット
５Ａ，５Ｂによって、第２取付部材６（灯具７）の、車両幅方向の両側が支持され、この
第２取付部材６は灯具７の長さに対応する長さを有するので、灯具７全体を安定して支持
することができる。
【００５２】
　上述したように、第１取付部材５及び第２取付部材６は、プレス成形品で軽量であるた
め、屋根構体４に対し位置調整して取り付けることができる。その上で、第２取付部材６
に対し重量がある灯具７をボルトなどの機械的締結具１１Ａを用いて取り付けることがで
きるので、取り付け作業が容易であるし、灯具７が精度よく見栄えよく取り付けられる。
また、灯具７の車外側の側天井８が、機械的締結具１１Ｂによって第２取付部材６に取り
付けられている。さらに、車内中央側の空調ダクト９が、締結部１１Ｃを用いて第２取付
部材６に取り付けられている。また、具体的に図示していないが、灯具７の間には吊り手
棒受け１０が取り付けられる。このように位置調整された第２取付部材６（内装品取付面
）を基準として各種車両内装品が取り付けられるので、各種車両内装品は精度よく、見栄
えよく取り付けることができ、取付作業性もよい。
【００５３】
　続いて、各取付部材５，６及びそれらの構造について説明する。
【００５４】
　図２～図４に示すように、第１取付部材５のうち第１ブラケット５Ａは、水平部５Ａａ
と、鉛直部５Ａｂとを有し、断面Ｌ字形状に形成されている。水平部５Ａａは、屋根構体
４に取り付けられる部分であり、取付孔５ａが形成されている。また、鉛直部５Ａｂは、
水平部５Ａａに直交する方向に延びており、車両上下方向に平行に延びる１対の長穴５ｂ
，５ｂ（貫通穴）が形成されている。なお、各第１ブラケット５Ａは、車両長手方向にお
いて灯具７の長さに対応するピッチで配置されている。
【００５５】
　第２ブラケット５Ｂは、断面Ｌ字形状であるが、車両長手方向の長さが第１ブラケット
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５Ａよりも長くなっている。本実施の形態では、第２ブラケット５Ｂは、灯具７の車両長
手方向の長さに対して略２倍の長さを有する。ただし、第２ブラケット５Ｂの長さは、こ
れに限られず、車両内装品の大きさ及び作業性の観点から、２５００ｍｍ程度から４００
０ｍｍ程度の長さであればよい。
【００５６】
　この第２ブラケット５Ｂは、水平部５Ｂａと、鉛直部５Ｂｂとを有している。水平部５
Ｂａには、車両長手方向の中央部及び両端部に取付孔５ｃ，５ｃが形成されている。鉛直
部５Ｂｂは、その水平部５Ｂａに直交する方向に延びており、第１ブラケット５Ａの位置
に対応する位置に、第１ブラケット５Ａと同様に車両上下方向に平行に延びる１対の長穴
５ｄ，５ｄ（貫通穴）が形成されている。
【００５７】
　第１ブラケット５Ａ及び第２ブラケット５Ｂは、車両長手方向（レール方向）の位置を
調整して、屋根構体４の一部を構成する内装部品受け３にボルトなどの機械的締結具１１
Ｄを用いてそれぞれ取り付けられている。第１ブラケット５Ａ及び第２ブラケット５Ｂが
取り付けられた状態では、鉛直部５Ａｂ，５Ｂｂ同士は、ほぼ平行な位置関係となる。
【００５８】
　そして、図３に示すように、２つの第１ブラケット５Ａ，５Ａと１つの第２ブラケット
５Ｂとの間に、１つの第２取付部材６が取り付けられる。この第２取付部材６は、第１取
付部材５（ブラケット５Ａ，５Ｂ）に対して車両上下方向の高さ（床面からの高さ）が調
整されて、ボルトなどの機械的締結具１１Ｅ（軸力により固定される第１固定具）を用い
て取り付けられる。なお、具体的に図示していないが、前記調整終了後、ボルトなどの機
械的締結具１１Ｅにて締結固定した上で、両部材５，６に貫通穴を設け、リベットなどの
固定具（せん断力により固定される第２固定具）にて、第２取付部材６を第１取付部材５
（ブラケット５Ａ，５Ｂ）に固定する。これにより第２取付部材６は、第１取付部材５（
ブラケット５Ａ，５Ｂ）に位置がずれないように固定され、鉄道車両の走行による振動に
かかわらず、長期間にわたって位置調整された状態が維持される。この固定具による固定
は、隣接する第２取付部材６がある場合には、隣り合う第２取付部材６とその間に位置し
ている第１取付部材５（ブラケット５Ａ，５Ｂ）とを同時に行うことになる。
【００５９】
　なお、機械的締結具１１Ｅは、第１取付部材５と第２取付部材６との位置関係のずれを
軸力にて防止できる固定具であればよく、ボルトに限られるものではない。
【００６０】
　また、第１取付部材５と第２取付部材６は、機械的締結具１１Ｅにより固定された後、
リベットを用いて固定したが、これに限られず、せん断力を用いて固定できる固定具であ
ればよい。例えば、第１取付部材５と第２取付部材６の位置調整を行なった後、第１取付
部材５及び第２取付部材６に貫通穴を設け、タップ加工してネジ穴を形成し、ボルト等に
より固定してもよい。
【００６１】
　第２取付部材６は、第１取付部材５に取り付けられる鉛直部６ａ，６ａと、それらの下
縁部を連結する水平部６ｃとを有している。鉛直部６ａ，６ａは、第１ブラケット５Ａま
たは第２ブラケット５Ｂに車両上下方向に位置調整可能に締結される。つまり、鉛直部６
ａ，６ａは、水平部６ｃの長辺側端部（車両長手方向に延びる端部）に設けられ、第１ブ
ラケット５Ａの長穴５ｂあるいは第２ブラケット５Ｂの長穴５ｄに、車両上下方向の位置
調整可能に締結される。また、水平部６ｃは、車両内装品が取り付けられる程度の大きさ
を有し、灯具７，側天井８，空調ダクト９及び吊り手棒受け１０などの複数種類の車両内
装品が取り付けられる。なお、水平部６ｃは中央部に開口部を有する形状としてもよい。
【００６２】
　以上のような構成により、第２取付部材６は、車両上下方向の高さが調整されて取り付
けられているので、この第２取付部材６に車両内装品を取り付けることで、車両内装品自
体の車両上下方向の高さを直接調整することなく、所定の高さに精度良く取り付けられる
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。これにより、第２取付部材６は、車両長手方向に沿って連続して繰り返し配置されても
、見栄えよく取り付けることができる。
【００６３】
　各鉛直部６ａの短辺側端部のうち一方には、屈曲延長部６ａａ（屈曲部）が形成されて
おり、他方には、係合部６ａｃ（挿入部）が形成されている。図４に示すように、屈曲延
長部６ａａは、鉛直部６ａに対して車両幅方向に段差を有し、外側に屈曲した後、鉛直部
６ａの長手方向に延びており、その先端には案内傾斜部６ａｂが形成されている（図５（
ａ）参照）。屈曲延長部６ａａと鉛直部６ａとの間には、前記段差によって空所Ｓ１が形
成されている。また、係合部６ａｃは、鉛直部６ａの長手方向に延在している。
【００６４】
　そして隣接する第２取付部材６同士が連結された状態では、一方の第２取付部材６の鉛
直部６ａの係合部６ａｃは、他方の第２取付部材６の屈曲延長部６ａａの内側に沿って位
置する。すなわち、他方の第２取付部材６の屈曲延長部６ａａにより形成された空所Ｓ１
には、一方の第２取付部材６の鉛直部６ａの係合部６ａｃが挿入される。
【００６５】
　水平部６ｃの短辺側端部のうち一方（屈曲延長部６ａａが設けられた側）には屈曲挿入
部６ｃａが形成されており、他方には延長部６ｃｂが形成されている。屈曲挿入部６ｃａ
は、車両幅方向の両側に形成されており、図５（ａ）に示すように、水平部６ｃに対して
車両上部方向に段差を有し、車両上部方向に屈曲して水平部６ａの長手方向に延びている
。また、延長部６ｃｂには、水平部６ｃの車両幅方向全体にわたって形成され，長手方向
に延在している。なお、屈曲挿入部６ｃａと延長部６ｃｂの設置箇所及び数はこれに限ら
れない。
【００６６】
　図３及び図６（ａ）に示すように、内側部材１２Ａ，１２Ｂは、第２取付部材６の両短
辺側に内周面に沿って取り付けられている。この内側部材１２Ａ，１２Ｂは、いずれも２
つの鉛直部１２Ａａ，１２Ｂａと、それらの下縁を連結する水平部１２Ａｂ，１２Ｂｂと
を有している。
【００６７】
　上述の屈曲挿入部６ｃａ側にあたる内側部材１２Ａには、屈曲延長部１２Ａｂａが形成
されている。図４及び図６（ｂ）に示すように、屈曲延長部１２Ａｂａは、屈曲挿入部６
ｃａの上面に沿って車両上部方向に屈曲して第２取付部材６の長手方向に延びており、屈
曲挿入部６ｃａと略同じ幅を有している。
【００６８】
　また、延長部６ｃｂ側にあたる内側部材１２Ｂには、屈曲延長部１２Ｂｂａ（内側部材
屈曲部）が形成されている。屈曲延長部１２Ｂｂａは、隣接する屈曲延長部１２Ａｂａと
略同じ幅を有している。屈曲延長部１２Ｂｂａは、水平部１２Ｂｂに対して車両上部方向
に段差を有し、車両上部方向に屈曲しており、先端には案内傾斜部１２Ｂｂｃが形成され
ている。そして、内側部材１２Ｂが第２取付部材６の上に取り付けられた状態において、
屈曲延長部１２Ｂｂａと延長部６ｃｂとの間には、第２取付部材６の板厚に相当する幅を
有する隙間Ｓ２が形成されている。隣接して取り付けられる第２取付部材６の屈曲挿入部
６ｃａは、案内傾斜部１２Ｂｂｃによって案内されて隙間Ｓ２に挿入され、その結果、第
２取付部材６及び内側部材１２Ｂが重ね合わされた状態となる。
【００６９】
　このように、隙間Ｓ２に隣に位置する第２取付部材６の屈曲挿入部６ｃａを挿入して取
り付けることにより、第２取付部材６の車両長手方向の位置決めを行なうことができる。
【００７０】
　図３は、第１ブラケット５Ａ及び第２ブラケット５Ｂ（第１取付部材５）と第２取付部
材６と内側部材１２Ａ，１２Ｂをそれぞれ組み付けた状態を示す斜視図である。図３に示
すように、各構成部材を容易に位置決めして取り付けることができるので、隣接する第２
取付部材６を連続して取り付けることができるとともに、第２取付部材６に取り付けられ



(9) JP 5759712 B2 2015.8.5

10

20

30

40

50

る灯具７も見栄えよく配置することができる。
【００７１】
　また、図３に示すように、隣接する、２つの第２取付部材６（挿入により板材が重ね合
わされた部分）に対し、共通の第１取付部材５（ブラケット５Ａ，５Ｂ）が用いられてい
る。つまり、隣接する、２つの第２取付部材６が同じ１つの第１取付部材５（第１ブラケ
ット５Ａ及び第２ブラケット５Ｂ）にて支持される。
【００７２】
　ところで、複数の車両内装品を取り付ける場合には、強度が必要な個所（例えば天井の
吊手棒受け１０）とそれほど強度を要しない個所（例えば天井の灯具）がある。そこで、
本実施の形態では、図１に示すように取付部材５，６が重ね合わされた箇所には吊り手棒
受け１０が取り付けられた構成としている。すなわち、取付部材５と、内側部材１２Ａ，
１２Ｂが設けられた取付部材６とを重ね合わせた構成により、強度を要する箇所のみ板厚
を増大させることができるので、取付部材全体の重量増を最小限に抑えるとともに、必要
な強度も確保できる。
【００７３】
　また、隣り合う取付部材５，６に端部を差し込んで重量をある程度支持させることで作
業者の負担が軽減でき、一人の作業者による作業が可能となる。また、差し込む個所を内
側部材１２Ａ，１２Ｂで構成することにより製造性を高めることができ、案内傾斜部１２
Ｂｂｃによって差し込みやすくすることで作業性を高めることができる。そして、薄板で
部材５，６，１２Ａ，１２Ｂ全体を製作しても、車両内装品を取り付けることになる取付
部材６の端部のみ重ねあわせを多く取ることで強度を持たせることができる。
【００７４】
　取付部材５，６同士は、必要に応じて緩めたり締め付けたりできる機械的締結具にて結
合し、必要な寸法調整を行なうようにしているので、第２取付部材６についての位置の仮
決め、再調整が容易となる。そして、位置決め、調整終了後に緩めることができないリベ
ットなどの固定具で固定することで、信頼性を高めることができる。
【００７５】
　隣り合う第２取付部材６及び第１取付部材５を同じ機械的締結具で締結し、また、同じ
固定具にて固定できるので、機械的締結具や固定具の種類を削減できる。
【００７６】
　複数の車両内装品を同じ取付部材（第２取付部材６）で支持することで、一度の位置調
整により複数の車両内装品に対する位置調整ができることになり、位置調整に要する時間
を短縮できる。
【００７７】
　また、取付部材５，６をプレス成形品としているので、断面視でＬ字状や凹凸状の補強
部を有する形状とすることができる。これにより、薄板でも強度を保つことができ、軽量
化も図れる。しかも、製品の寸法精度が高く、車両内装品の取付時における調整作業を削
減できる。車両内装品の形状により取付部材側の取付面高さが異なると、複数の車両内装
品を取り付ける取付部材を、溶接かつ板曲げにより１つの部材として構成するのが難しい
。従来は車両内装品毎の複数の取付部材を用意する必要があったが、前述したように取付
部材５，６をプレス成形品とすることで一つの取付部材内で異なる高さの、複数の内装品
取付面を成形することが可能となり、部品点数を削減できる。また、複数の車両内装品を
同じ取付部材（第２取付部材６）で支持することで、車両内装品間の位置調整が不要とな
る。
【００７８】
　本発明は、前記実施の形態のほか、次のように変更して実施することも可能である。
【００７９】
＜変形例１＞
　前記実施の形態では、車両上下方向の位置調整をするための長穴５ｂ，５ｄは、第１取
付部材５（ブラケット５Ａ，５Ｂ）に形成されているが、第２取付部材に形成されてもよ
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い。
【００８０】
＜変形例２＞
　前記実施の形態では、内側部材１２Ｂの屈曲延長部１２Ｂｂａと第２取付部材６の延長
部６ｃｂとの間に、隣接する第２取付部材６の屈曲挿入部６ｃａが挿入される隙間Ｓ２を
形成しているが、そのような隙間を形成することなく、屈曲延長部１２Ｂｂａあるいは延
長部６ｃｂと屈曲挿入部６ｃａとが重ね合わされるだけの構造とすることも可能である。
また、第２取付部材６が支持する車両内装品が軽量の場合には、内側部材１２Ａ，１２Ｂ
を省略することもできる。
【００８１】
＜変形例３＞
　前記実施の形態では、第１取付部材５（ブラケット５Ａ，５Ｂ）の取り付けの向きは、
第１取付部材５の長手方向を車両長手方向と一致させているが、車両幅方向としてもよい
。たとえば、図７及び図８に示すように、第１取付部材５（ブラケット５Ａ，５Ｂ）は、
取付部材長手方向が車両幅方向となるように、屋根構体２１に形成され車両長手方向に延
びる吊り溝２１ａに機械的締結具１１Ｆを用いて位置調整して取り付ける。そして、第１
ブラケット５Ａ及び第２ブラケット５Ｂ（第１取付部材５）には、長穴５ｂ，５ｄを設け
、第１取付部材５と第２取付部材６とは機械的締結具１１Ｇに締結される。このとき、長
穴５ｂ，５ｄを利用しているので、車両上下方向の位置調整が可能である。車両上下方向
の位置調整後には、他の構成部材はリベットなどの固定具により固定される点は上述の実
施の形態と同様である。そして第２取付部材６Ａには、車両長手方向に配置される蛍光灯
などの灯具７Ａを支持するフレーム２２が取り付けられ、取付部材を構成する板材が重複
する部分に吊り手棒受け１０Ａが取り付けられるようにすればよい。
【符号の説明】
【００８２】
１ 屋根外板
４ 屋根構体
５ 第１取付部材
５ｂ 長穴（貫通穴）
５ｄ 長穴（貫通穴）
５Ａ 第１ブラケット
５Ｂ 第２ブラケット
６，６Ａ 第２取付部材
６ａ 鉛直部
６ａａ 屈曲延長部（屈曲部）
６ａｂ 案内傾斜部
６ａｃ 係合部（挿入部）
６ｃ 水平部
６ｃａ 屈曲挿入部
６ｃｂ 延長部
７ 灯具
８ 側天井
９ 空調ダクト
１０ 吊り手棒受け
１１Ａ～１１Ｇ 機械的締結具（第１固定具）
１２Ａ，１２Ｂ 内側部材
１２Ａａ，１２Ｂａ 鉛直部
１２Ａｂ，１２Ｂｂ 水平部
１２Ａｂａ 屈曲延長部
１２Ｂｂａ 屈曲延長部（内側部材屈曲部）
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１２Ｂｂｃ 案内傾斜部
Ｓ１ 空所
Ｓ２ 隙間

【図１】 【図２】

【図３】
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